
信 頼 ～信頼したり信頼されたりする関係になろう～

学年集会で椿先生、上野先生からお話がありました。一つ一つのことば、話を自分のこと
としてきちんと受け止めましたか。
学校は集団生活を送る場で、中学校卒業後はそれぞれの進路を自分の手でつかんで，新

しい場で活躍していくために、自分自身を鍛え、心を育てていく場です。
中学校は全てのことが信頼関係で成り立っています。

その信頼関係を崩すようなことを自分はしていないか、ときどき自分を振り返ってみてくだ
さい。
自分たちのこの青学年が「正義の通る集団」でありたい。

「あかんことはあかんといえる集団」でありたい。
「一生懸命頑張っている人が輝き続けられる集団」でありたい。

そう願いませんか。
そして、お互いに注意できるようになればもっといい。みんなで、こんな集団にしようでは
ありませんか。
そのためにも、まずは自分の生活を見直し、反省すべき点があれば反省し、先輩としてよ

い見本が見せられる人になれるよう、一人ひとりがもっと自分自身を高めていかなくて
はなりません。
ライフ、自分の荷物、欠席連絡、授業中の態度、陰口、うわさ話、違いや個性、そして、いじ

め・・・ 信頼関係が崩れない生活をみんなで心がけていきましょう。
あと５ヶ月後には先輩になります。あんな先輩、あんな学年になりたいなあ・・・と後輩が目

標とする人、目標とする学年に成長していきましょう。
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「人は何のために学ぶのか」 総合学習より

◎今を生きるために勉強し、後悔しないため。自分が将来苦しまないため。周りの人を不
幸にさせないため。自分の将来の進路を決めるため。自分が生きていくため。自分が生活
しているのは誰のおかげか知るため。今、地球上の現状を知るため。自分が生まれてきた
かわりに果たさないといけない宿命。 （男子）

◎生きていくうえで、生まれてから死ぬまで人は学んでいると思いました。学生の時はこ
れからの将来のために学んだり、自立することや常識を身につけたりするんだと思いまし
た。社会人になれば、公共の場等で学び、自分の視野を広めていくためだと思いました。

（女子）

◎いろんなことを学び、夢を持ってそれを実現するためだと思う。他にも多くのことに挑
戦し、幸せを見つけるためだと思う。学ぶ理由は色々あると思うけど、最後に自分が幸せ
と思えたら、今まで学んできたことが生かせている人だと思います、これからいろんなこ
とを学んで、多くの幸せを見つけていきたい。 （女子）

◎人は、優しさなどを自分じゃなく他の人に与えるために学んでいるんだと思う。その優
しさというのは、悪いことをしても許してしまうような優しさじゃなく、ダメなことは「ダ
メ！」と言える優しさです。 （女子）

◎人それぞれの夢を叶えて、幸せな生活をおくれるようにするため。夢に向かって、学び、
自分を自分で高める。1 日 1 日違う生活でも、今の自分を大切にして学ぶことで、やりき
った気持ちが生まれる。それが学んだことによって夢を叶えるパーツになると思うからで
す。 （男子）

◎自分の夢をつかむため、夢をつかむためには礼儀がしっかりと出来ないとだめ。あいさ
つ、感謝の気持ちをもって、これからもお父さんお母さんに感謝しながら学ぶようにする。
そうすれば夢が叶う。 （男子）

◎「これからの自分の未来を作るため」だと思います。理由は、これから自分の未来はこ
ういう風になりたいという夢があり、それをかなえるために、努力をして、これから自分
はこういう風になるという初めの一歩を歩んでいきそこからゴールまで、自分の未来をつ
くるのに必要だと思うから。 （男子）

◎社会に出たとき、学んでいなかったら働いてもわからないことだらけになってしまうか
ら学ばないといけない。それに「学ぶ」ということがなかったら、学校はないから、友達
を思いやることも出来ないから、人を傷つけてしまうから、学ばないといけない。そのこ
とで「学ぶ」ということは勉強をすることだけじゃなく、人生を左右することだと思いま
す。 （女子）

◎“人生”を彩るために学ぶ。ふつうに働くだけの人生にするのではなく、さまざまな知
識で常に自分をぬり変えていく。学問を勉強することだけが”学ぶ”ではない。
“常識”を学んで、社会で自分勝手な人間を生み出さないようにする、将来の夢のために
専門学校などで、専門的な知識を知る。など、これから先の自分の生きるルート（人生）
を彩り広げていくために学ぶ。 （女子）


